船舶傭船契約書（例）
傭船者　○○（以下、甲という。）と△△（以下、乙という。）との間に下記のとおり船舶傭船契約を締結する。
（目的）
第１条　甲は、乙から次条の船舶を借受け、「○○航路」における人の運送をする内航不定期航路事業に使用することを目的とする。
（賃借物件）
第２条　乙は、その所有する次の船舶（以下、船舶という。）を甲に貸し渡し、甲は、これを借り受ける。
	船　　　名
	

	船舶番号
	

	総トン数
	

	主機の種類
	


２　甲は、前項の船舶を目的以外に使用してはならない。
（法令遵守義務）
第３条　甲は、船舶の使用につき、法令の定めるところに従い安全運航に努めなければな　　
　　　　らない。
（傭船期間等）
第４条　傭船期間は、　　　　年　　　月　　　日から　　　　年　　　月　　　日までの期間とする。運航日は、甲と乙が、別途協議のうえ合意した日とする。
（保険）
第５条　旅客傷害賠償責任保険は、甲？乙？が、甲？乙？の保険料負担により加入する。
（疑義等の決定）
第６条　この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義が生じたときは、甲と乙とが　協議して定めるものとする。
　　年　　月　　日
　　　
傭　船　者（甲）住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
船舶所有者（乙）住所

　　　　　　　　氏名
